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            事事事事    業業業業    内内内内    容容容容                                    

    

再就職支援講座（プレ・キャリアプログラム）の開催 

社会復帰を目指す女性が社会に戻るために必要な心の準備 

をするため、思考管理、キャリアデザイン、時間管理等 

計 8 回の講座を開催。期間中の適切な時期には、個別の 

カウンセリングも取り入れ、「再就職」に向けて学んだこと 

の振返り、定着、実行に移せる力を養うことを目指した。 

    

            事事事事    業業業業    効効効効    果果果果                                                                                【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

    

① 予想 5～10 名に対して最終的に 14 名の参加が 

あった。（1.4 倍） 

② 市民タイムス、タウン情報への広告掲載を計 6 回 

（各回計 18 万部以上発行）行っており、募集対象者 

 だけではなく、広く一般に当該講座の存在及び女性の 

 再就職を課題として周知を図ることができた。 

③ 地域社会との連携を深め、雇用創出を目指す催しと 

 女性の再就職への意識を高める「パート・アルバイト 

 就活お見合いフェスタ」も開催。企業は 24 社、女性 

 は 105 名が参加し、4 人に 1 人が面接の日程まで 

 当日取り付けた。 

④ 松本市の情報誌「れんげつつじ」に働きかけ、女性 

の再就職に関する記事を掲載（松本市全戸配布）。                                                                                                                    

                                                                                                                                                                                                                                                

      今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み                

 

① 定期講座の開催継続により、女性の社会復帰（再就職を含む）を安定的にサポートする 

② 「お見合いフェスタ」のような企業と女性の出会いの場を提供し、雇用創出を図る 

③ 受講中の様子や受講後のアンケート結果等をホームページ、ブログ、ツイッター等で情報と

して発信し、企業や多くの女性の目に触れる機会を増やし、世の中の理解を促進する 

④ 新たな需要を見出し、必要な講座やセミナー等を運営して学ぶ機会を増やす 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 「もう一度働きたい！女性のための働く準備講座」プレ・キャリアプログラム 

事業主体 

（連絡先） 

ココノチカラ 

〒390-0851 長野県松本市島内 6052-1 TEL:090-2520-1432 

事業区分 産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 695,197円（うち、支援金 556,000円） 

※自己評価【A】 

【理由】 

受講者アンケートの結果を見る

と、受講者の満足度が総じて高く、

「働く」ことに対する意識が受講

前より高まっていることがわか

る。また「お見合いフェスタ」の

試みも大成功だった。 

【講座の様子】 

・社会に戻る心の準備をする 

・社会に問題を周知する 

・地域社会での雇用創出 

・問題解決への協力者を増やす 

※地域活性化のための目標・ねら
いに対してどのような効果があっ
たか、項目毎に記載すること。 

※今後、事業効果をどうつなげ
ていくか記載すること。 


